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こんにちは！今号は「まちかど博物館」、「全国初出土！『鎮兵』の二文字が書か

れた古代の木簡」などの情報をお届けします♪ 
 

※掲載情報は発行日現在のものです。最新情報は文化振興課までお問い合わせください。 

担当者のひとこと 

某モンスターの睡眠アプリをはじめました。今の

ところ寝言は録音されていないのですが、あま

り眠れなかった日はその通りの睡眠グラフが出

て、ただただ技術に驚いています。 

担当：古川佳音 

 

作：めがね星 最終話 

 日焼け 

 まちかど博物館 
今年も「まちかど博物館」を開催します♪ 

前年に引き続き、飯坂温泉街を中心に実施します。 

今年は新たに7か所増え、全17か所で展開します。 

さらに、道の駅ふくしまにも登場します♪ 

この秋は五感で「福島の文化」を感じてみませんか？ 

●開催期間 令和５年１０月１３日（金）～１１月３０日（木）  

（道の駅ふくしまは、１０月１３日（金）～３０日（月））  
 

 

●場所 下記の施設および店舗、全17カ所 

今号で四コマ漫画の連載は終了です。 

これまでありがとうございました！ 

▼市ホームページ 

①道の駅ふくしま  

②オノデラ百貨店 

③cafeHIRANAGA 

④一味庵 

⑤わたなべパン店 

⑥よつ葉のクローバー

FARMERS GAREDEN 

⑦まるせい果樹園 

⑧吉川屋 

 

⑨旧堀切邸 

⑩パティスリーサワダ 

⑪なかむらや旅館 

⑫足湯カフェまつぼっくり 

⑬なかや旅館 

⑭福島信用金庫飯坂支店 

⑮宗教法人 不動寺 

⑯摺上亭大鳥 

⑰飯坂支所・学習センター 

●その他 

今回もスタンプラリーを実施します♪ 

スタンプを５個集めた方にはコースターや 

ステッカーをプレゼント！ 

詳細は市政だより、チラシ、市ホームページ等をご覧ください。 



作成・お問い合わせ先 

福島市 文化振興課 文化財保護活用係 

ＴＥＬ：０２４－５２５－３７８５ 

ドキドキだより 

バックナンバーはこちら → 

ふくぶんインスタグラムも 

よろしくね♪ → 

★今月のなぞなぞ もんだい★ 
 

Ｑ．ころがると目がふえたり  

へったりするものはなに？  

（七見さんの作品、  

第１回なぞなぞ大賞10月優秀作品）   

☆答えは次号で☆  

全国初出土！「鎮兵」の2文字が書かれた古代の木簡 

★前号のなぞなぞ こたえ★ 

 

Ｑ．すなはまをきつねとぶたがあるいていたよ。  

落ちていたものはなに？  

 

Ａ．コンブ（きつねは「コン」、ぶたは「ブー」だから。） 

 

☆次回もお楽しみに☆  

先日、新聞やテレビでも大きく取り上げられた、西久保遺跡で見つかった木簡。・・・・・・と、いわれても、いま

いちピンと来ない方も多いかと思います。今回のドキドキだよりでは「この木簡の発見の何がすごいの？」を

簡単に説明します。 

 

まず、今回すごいのは２点！ 

①福島市内で初めて「木簡」が見つかったこと！ 

②「鎮兵」の二文字が書かれている木簡が全国で初めて見つかったこと！ 

 

木簡というのはその名の通り、文字が書かれている木札です。 

「鎮兵」は、奈良～平安時代初めごろに、「奥羽（現在の東北地方）」の守りをかためるために置かれた兵のこと

です。当時のこの地域は、中央政権と対立する「蝦夷」がいて、それに対抗するための兵でした。同じ時代に書

かれた歴史書（続日本紀）には「鎮兵」の文字がある一方、木簡ではこれまで「鎮」の文字だけ書かれているも

のがみつかっています。今回のような「鎮兵」の2文字が書いてある木簡の出土は全国初です。 

 

さて、この「木簡」・・・ごくごく簡単に言うと「お手紙」ですが。 

このお手紙は、出羽国（現在の山形・秋田県の地域）から、下野国（現在の栃木県）に向けて出されたもので

す。しかし、どうして運ぶ途中のお手紙がここにあるのでしょうか？ 

色々な説は考えられますが、今後の分析や発掘で西久保遺跡の性格が分かったり、木簡のほかの文字の解読

が進めば、もう少しこの「謎」に近づけるかもしれません。 

 

市のホームページにも木簡について掲載しています。そちらもぜひご覧ください♪  →→→ 

★マークが西久保遺跡の場所です 


